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研究テーマ③： 社会インフラの不具合未然防止に関する研究
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H25.4現在で通行止め・通行規制されていた橋梁比率の分布

y = β1x1 +β2x2 +β3x3 +β4x4 +ε

y :
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【社会基盤としてのインフラ】

【橋梁数の比較】

【凍結防止剤散布量の影響分析】
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【米国での橋梁崩落例】

�
	�
�
����������
�
	�
��
����
���

【7つの視点による橋梁不具合事例分析例】トップ事象モード 故障モード 故障メカニズム 化学的ストレス 物理的ストレス 部材 アイテム
クラック進展 亀裂 疲労 繰り返し応力 主桁(鋼)

鉄筋破断→クラック進展 ひびわれ、剥離、鉄筋露出
鉄筋の腐食膨
張(塩害)

塩化物イオン 主桁(コ)

鉄筋破断→クラック進展 ひびわれ、剥離、鉄筋露出
鉄筋の腐食膨
張(塩害)

塩化物イオン 主桁(コ)

鉄筋破断→クラック進展 ひびわれ、剥離、鉄筋露出
鉄筋の腐食膨
張(塩害)

塩化物イオン 主桁(コ)

鉄筋破断→クラック進展 ひびわれ
劣化(凍結融解
作用)

塩化物イオン+
水分+浸透水の
凍結・融解

応力
桁受け
(ゲルバー)

鉄筋破断→クラック進展 (ひびわれ)、剥離、鉄筋露出
鉄筋の腐食膨
張(塩害)

塩化物イオン 床版

鉄筋破断→クラック進展 (ひびわれ)、剥離、鉄筋露出
鉄筋の腐食膨
張(塩害)

塩化物イオン 床版

鉄筋破断→クラック進展 (ひびわれ)、剥離、鉄筋露出
鉄筋の腐食膨
張(塩害)

塩化物イオン 床版

クラック進展→抜け落ち 下面から上面へのひび割れ 疲労 繰り返し応力 床版
クラック進展→抜け落ち 下面から上面へのひび割れ 疲労 繰り返し応力 床版
クラック進展→抜け落ち 下面から上面へのひび割れ 疲労 繰り返し応力 床版
鉄筋破断→クラック進展 剥離、鉄筋露出 (疲労) (不明) (不明) 床版
鉄筋破断→クラック進展 ひびわれ、剥離、鉄筋露出 不明 (不明) (不明) 床版
鉄筋破断→クラック進展 ひびわれ、剥離、鉄筋露出 不明 (不明) (不明) 床版

主桁

床版
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【橋梁不具合事例分析結果（抜粋）】

【トップ事象モードを中心としたインフラ不 具合未 然防止 方策の概念 図】
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